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７月６日、大阪地方裁判所第５民事部は大谷川公明さんの年休裁判おいて不

当判決を言い渡した。

この裁判は、２０１７年１１月２８日に提訴し２２回の弁論を経て判決を迎

えました。この間、大谷川さん、裁判プロジェクトチームは年休の失効は労働

基準法３９条に違反し、労働者の権利を侵害する行為であると訴えてきました。

大阪地裁の横田昌紀裁判長は年休権には一切触れず「人員不足を理由とした

年休の時季変更に違法性はない」「５日前の時季変更権も不合理とはいえない」

「恒常的に要員不足があったとは認められない」と東京の年休裁判で東京地裁

が認めた内容とは真逆で不当な判決である！

判決後の集会で、大谷川さんから「裁判を立ち上げたときは運輸職場は要員

がひっ迫していた。他労組組合員から勝ってくださいと声をかけられた。会社

は基準人員から逃げてきた。控訴してさらに闘いを進める」と力強い挨拶があ

りました。

決意を述べる大谷川さん




